

































鈴 木 洋 子
〔研究ノート〕
うことで掲載）であったので，開催地区内の郵便局5局に有料でポスター掲示を依頼した。また小学
5，6年生を対象としたチラシを作成し，近隣の小学校4校に持参して依頼した。このようにさまざ
まな広報活動をしたが，どれくらい参加してくれるのかと気を揉んだ。幸い学振のホームページに当
プログラムがアップロードされた当日に静岡県の小学6年生からの申し込みがあり，マンガ好きの子
が参加してくれそうだとの見込みができた。最終的には30名の申し込みがあったが，直前に7名の
キャンセルがあり，また当日に3名が現れず，結局20名（小5女子9名男子2名，小6女子7名男
子2名）（所属校は国立2名，公立11名，私立7名）の参加者（図1）と付添いの親8名を迎えての開催と
なった。小学校は夏休みのスケジュールが夏休み直前に発表されるところが多いらしく，予期せぬ水
泳練習や補習などの予定が開催日（7月26日の土曜日）に入ってこのプログラムの参加を断念する小
学生が多くいることが分かった。募集時期と開催日は，様々な要件を考慮して決める必要があるとい
うことである。
因みに学振による参加小学生対象のアンケート（添付資料p.11参照）の回答によると図2のように，
当然ではあるが小学生は親や学校の先生からの情報を得ることが多い。その親や先生は多分にホーム
ページやポスターから情報を得たと思われる。（図2の「HP」はホームページの略）
（２）
図1 参加者の所属校
図2 プログラム情報の入手先
苦労したのが，プログラムの要ともなる吹き出しを書かせる作業用4コママンガの絵図の作成であ
る。筆者自身がマンガの絵図を描くスキルを持ち合わせていないので，筆者のゼミに参加している大
学院生（韓国出身留学生）に相談し，彼女の友人（韓国在住の女性）に依頼し，何とか間に合わせるこ
とができた。国外でしかも相互に言語が通じないため，全てそのゼミ生を仲介してのやりとりであっ
たが，幸い満足のいく作品がインターネットで送られてきて大変効率よく準備が整った。紙ベースで
やりとりしていたのでは時間も費用もかかり，とても外国に発注することはできなかったはずで，イ
ンターネットのありがた味を痛感した。しかもその絵図に吹き出しの日本語を書く作業が楽しかった
という参加者が多くいたことが何よりであった。なお，本稿掲載のマンガの絵図は上記の韓国在住の
女性の作品である。
3.プログラムでの工夫
大学教員の研究レベルのことがらをそのまま小学生に伝えるわけにはいかないので，小学生が分か
るレベルにして，しかも丸1日の参加を飽きないものにする工夫が必要であった。加えて筆者の研究
はマンガについてではなく，あくまで言語，日本語が核とならなければ科研費の成果の還元にはなら
ないのでその点も考慮した。午前中は講義，午後はマンガを完成させるなどのグループ活動とした。
午前中は1時間半しかないうえ，はじめに記念写真をとったり，科研費の説明（学振から義務づけられ
ている）で15分程度かかった。また45分で必ず休憩をとるという規約なのでそれを遵守した。とに
かく相手は小学生，しかもマンガ好きの小学生であることを考え，説明に必要なマンガや図表などを
挿入したレジュメを配布し，聞きながらメモや答えを記入できるようにした。講義はクイズ形式で言
語日本語の特色を面白く感じるよう，一方通行にならないよう工夫した。また「ことば」のマイン
ドマップを作成させたり，自身にとって大事な日本語好きな日本語をイラストに記入させるなどの
作業も取り入れた。プログラムを手伝ってくれた筆者のゼミ生などの留学生に出身国のエピソードを
交えた自己紹介をしてもらい，言語をいろいろ使えることで国際的視野が開けるという意識をもたせ
る工夫もした。
東京オリンピックで来日する外国人観光客，在住外国人，留学生について，また世界における日本
のマンガ愛好者や日本語学習者の状況なども小学生が理解できる範囲で紹介した。小学生にとっては
初めて聞く内容であり，興味を示して質問も続出したが，「来日する外国人がますます増加する」と
話すと「外国人には来てほしくない」とつぶやく子もいて，国際人材育成，日本の国際化の道のりは
容易ではないと改めて感じた。
昼食（学振の予算がつくので小学生の参加者は無料）は4名ずつの小学生とプログラム実行に関わった
留学生（上述）1名，それに本学初等教育学科学生（小学校の教師志望）1名が加わった計6名のグル
ープで摂った。留学生には小学生が食べながら聞ける出身国の紹介を10分から15分するよう予め国
の写真や小物を持参して小学生をもてなし，グループをまとめるように依頼しておいた。グループの
メンバーは非常に仲良くなり，またたく間に昼食時間が終わり，午後の活動になった。午後は昼食を
摂ったグループで留学生がファシリテーターとなって進めるグループ活動（グループ分けは42参照）
にした。
実際にさまざまな紙を破ったり丸めたりさせながらオノマトペを創作させ，発表。休憩を挟んで，
各グループに2つの4コママンガの絵図を与え，各自それに吹き出しを書く作業をしてマンガを完成
（３）
させた。嬉々としてマンガ作成に取り組む姿，その吹き出しのユニークさ，迷っている子を助けたり，
研究協力者に積極的に相談したりする光景を見て，子どもの力に感心した。グループ内で各人が作成
したマンガを発表しながら意見を言い合ってグループで最高のマンガに仕上げ，プレゼン用に拡大コ
ピーした絵図にその吹き出しを記入させた。そして，その作品を全員の前で，登場人物に扮して発表
してもらった。それぞれのマンガに二人の登場人物がいて，各グループ2つのマンガを作成したので
ちょうどグループ4名全員が登場人物になって発表できた。登場人物の役割分担から発表の順番まで
全てグループで話し合って決定するなど，当日の朝10時半まではお互いに知らなかった子ども同士
が短時間で達成したそのチームワークはすばらしく，筆者は感銘を受けた。
4.小学生の「言語」「日本語」に対する意識
41「ことば」のマインドマップから
プログラムの中で，「ことば」という漠然とした語を聞いて心に浮かんだことをマインドマップ式
に書きだしてもらった。多くの参加小学生がこのプログラムで初めて「ことば」という語について改
めて考える体験をしたはずである。
そして同じことを首都圏の一般の大学1年生37名に依頼した。大学1年生は小学生より中等教育
（中学，高校）を経て少なくとも6年長く「ことば」に接してきている。大学生については，中等教育
を経るとどういう変化があるのかも調べてみたかった。なお，小学生の男子の参加者が少ないことも
あり男女差は考慮しないことにした。
1） 小学生の「ことば」に対する意識
マインドマップを書かせて回収した後，「『ことば』って何だろう？書いたことでなくてもよいから
一つずつ発表してください。」と改めて問うた。席順に答えてもらったところ，小学生でありながら
多様で鋭い言語観をもっていることが以下のように見られた。
「ことばがないと不便」
「同じことばでも意味がちがうことばがある」
「新しいことばがある」
「世界にはいろいろなことばがある」
「漢字がむずかしい」
「点字や手話もある」
「口げんかで使う」
「敬語」
その他「日本語」「漢字ひらがなカタカナ」「外国語」「外来語」「方言」「標準語」など表記に
関することがらは多く，これらは小学校の国語の授業で習ったことかもしれない。
また，日本語についての講義中に出た反応（つぶやき，発言など）で，言語に関連することがらは以
下である。
「日本には言語として認められている言語が15もあるなんて信じられない」（世界には7000くらい
の言語があるといわれている，という数にも驚きの声）
「文字がない言語もいっぱいあるのは不思議」
（４）
「シンガポールや台湾で日本語を習っている人がたくさんいるが，そこは国ではないなんて知ら
なかった」（日本語を学習している「国や地域」が多数あるという講義のあと）
「外国人がいっぱい来たら困る」（日本にはこれから外国人がどんどん来るようになるからいろいろなこ
とばを習って役立ってほしい，と話したところ）
「マンガは話がおもしろい」（「日本のマンガが世界中で読まれているのはなぜだろう？」という質問に
対しての答。「話」とはストーリーのこと）
このプログラムの最後に参加者の小学生を対象とした学振規定のアンケート（添付資料p.11参照）
があり，その自由記入の回答を書きだしてみる。（すべて原文通り，最後の（ ）内は回答者の属性で筆者
による）
a.知らないことがたくさん分かっておもしろかった。（私立女子）
b.いろいろな国のことばについて学ぶことができてよかった。（私立女子）
c.ことばについて知ることができまた機会があれば参加したいです。（私立女子）
d.おもしろかった。（「おせんべい」がモンゴル語で「こんにちは」ということ）（私立女子）
e.モンゴル語の「こんにちは」の言い方が「おせんべいの」だったからせんべいをみたとき思
いだしました。（公立女子）
f.秋田県の方言をはじめて聞いてびっくりしました。（私立女子）
g.いろいろなことがわかってよかった。（国立男子）
h.中国などいろいろな国のお話が聞けてよかったです。グループに分かれてマンガのふき出し
を考えたのが楽しかったです。（公立女子）
i.私はマンガがとても好きで，マンガの話だと知ったときはとても来てみたいなと思いました。
今回も，マンガについていろいろ知りました。面白かったです。（公立女子）
j.自分たちでマンガのセリフを作るのが最初はとてもむずかしかったけれど一つのアイディア
がでてくるとどんどんアイディアがでてきて楽しかったです。（公立女子）
k.楽しかったです。（国立女子）
l.楽しかった～～～。（公立男子）
m.4コママンガの話を作るのが面白かったです。（公立女子）
n.マンガ作りがおもしろかった。（公立男子）
o.マンガの文を考えるのがサイコー！（公立男子）
2） 小学生の言語観
各人それぞれのことばでの記述であるが，同じような内容と思われるものを①～③にまとめてみる
と，以下のようになる。また大学1年生（前掲）の「ことば」という語のマインドマップ（5分以内で
作成させた）と，小学生のそれとを比較した。
① 「ことば」の機能に関すること
a）会話話す
b）つなぐもの交流
c）気持ちを表す
ことばの機能を小学生もよく理解している。「コミュニケーション」という語の使用は小学生には
（５）
皆無であるが，大学生には「コミュニケーション」という語の回答が多い。「コミュニケーション」
はその定義は難しく，特に小学生には理解し難い語であるため回答には出てこなかったと思われる。
小学生は「気持ちをあらわす」とか「つなぐ」という表現で同じようなことを意味していると思われ
る。「毎日つかう」「なくてはならない」という回答もあった。小学生でも「ことば」の重要な機能を
把握しているといえる。
② 「ことば」の特質に関すること
a）おもしろい
b）むずかしい
c）たくさんある
d）大切なもの
など2名以上が挙げている。「ことば」に関する漠然とした回答が小学生に多い。抽象的な語だけで
具体的に何がどうおもしろいのかなどは不明である。その点，大学生になると「目下の人には命令の
場合でもきついことばは使えない」「相手によって使い分けなければならない」「口から発せられる場
合と文字として書かれる場合がる」「時代によって変化するもの」「凶器となって人を傷つけることが
ある」「交渉では武器」など具体的な記述となる。約6年間長く生きている間に「ことば」で相手を
傷つけたり自分が傷ついた経験があるためか「凶器武器」という語彙を使う回答が多くなっている。
小学生で1名「人を傷つける」という回答があり，驚いた。
③ 「ことば」の種類に関すること
「日本語，外国語，英語，外来語，文字，書きことば，敬語，あいさつ，国によってちがう」とい
った具体的な回答は小学生も大学生もともに多い。マンガでは登場人物の身分や地位によって異なる
語や表現が使われているので，マンガをよく読む小学生には「敬語」が重要であることが認識されて
いると推察される。プログラム中に作成したマンガの吹き出しでも，下図の絵図で少年は「はかせ，
薬品がそろいました」と丁寧語で発言し，博士は「よし，こっちの準備もととのったぞ」と普通体を
使用して記入しているなど敬語の使い方を理解していることが分かる。
（６）
42「好きな日本語大事な日本語」
参加者のグループ分け（昼食および午後の活動のため）の方法として，各人に「好きな日本語大事
な日本語」を書いてもらい，そのなかで最も好きなことばを一つ発表してもらって，同じような傾向
のことばの発言者同士のグループを5つ作った。
回収した回答用紙には，ひとり平均15ほどの語が記されていた。回答には「大事な日本語」を
「大事なことがら」と考えたと推測できるものもあるが，大学生（前掲）を対象にした「好きな日本
語大事な日本語」の回答と比較して以下の①～③に分類した。
① 小学生，大学生ともに同じように多数が挙げた日本語（多い順に）
「ありがとう」
「ごめんなさい」（「すいません」を含む）
「友達」
「家族」
② 小学生に際立って多いが大学生には少ない（または皆無の）日本語（小学生の回答が多い順）
「楽しい」
「努力」
「協力」
「遊ぶ」
③ 大学生に多いが小学生には少ない（または皆無の）日本語（大学生の回答が多い順）
「愛」
「自由」
「平和」
「ごちそうさま」
「一生懸命」
「おはよう」
その他小学生2名以上が書いていた日本語に「勉強」「夢」があった。
上の結果から，挨拶，特にお礼と謝罪の日本語，そして「家族」や「友人」という語があるなど，
日本人は人間関係に関心がある人が多いといえそうである。また小学生では「遊ぶ」「楽しい」「勉強」
という自分の日常生活で大きな部分を占める語が大事で好きなことばであり，その一方で「努力」や
「協力」という教師や親から吸収した語を大切に思っていることがうかがえる。「愛」「自由」「平和」
などは大学生に多いが小学生には認識が薄い語となる。大学生でも「おはよう」や「ごちそうさま」
を挙げていることから，日本人は挨拶を大切にする国民で挨拶ことばが大事なことばになっていると
いえそうである。裏返すと，日本では挨拶ことばがうまく出ない場合（外国人学習者など），対人関係
が円滑にいかない可能性があるといえる。
5.オノマトペに関する意識
マンガの絵図に吹き出しを完成させる活動で，以下のように多くのオノマトペの記載があった。下
図は姉弟げんかの1シーンであるが，弟が「ギャア」と叫び，その様子が「うっうっ」，そして引っ
張られた髪が「ミシミシ」のように臨場感がよく出ているものがあり，小学生ながら鋭い感性がある
（７）
ことが分かる。外国人留学生が日本語のオノマトペの意味や使い方に苦労しているのと比べ，日本人
はオノマトペを理解しながら成長している（生まれて間もない頃から母親など養育者がオノマトペを使っ
て話しかける，日本の詩歌にはオノマトペが多い）ためオノマトペが豊かになっていることが実感でき
る。
6.マンガの吹き出しからみる小学生の日本語
日本語では人物つまりキャラクターによって，また場面によって，使う語彙やことば遣いが異なる
が，それが既に小学生に認識されていることが，かれらが創った吹き出しの例を見ると分かる。
たとえば，以下のような日本語が吹き出しにみられた。
a,女性と男性のことば遣いのちがい
女性:「盗んだの，わかったかしら」，男:「おれのだ。返せ」
b,家族間では子どものうちは女児男児が同じことば遣い（c,dは男女で使う）
c,けんかをしているときのことば
姉:「なんだとー，姉に向かって何だ，その態度は」，弟:「うるせえよー」
d,子ども同士のことば
「ヘッディング，してよ。ほら，行ったよ」「ちょっと高すぎだよっ。手でもとどかないよっ！」
e,悪人の仲間同士のことば
「おい，なにやってんだ！」「ちぇ！なんだ！まってろ！」
f,博士は文末に「ぞ」を使用
「よし，たらすぞ」「こっちの準備もととのったぞ」
g,将軍と家来の応答
将軍:「お前」，家来:「はっ」
7.学振のアンケートの回答から
プログラムの最後に参加者に対して学振から「未来博士号」を授与することが規定にある。これに
則り，ひとりひとりに授与記の賞状を渡し，それと引き換えにアンケート（添付資料p.11参照）を回
収した。アンケート結果からこの小学生向けのプログラムの成果をさぐってみたい。
（８）
① 「科学に興味がわきましたか」という問いの回答は図3のように「少しわいた」が65％で「非
常にわいた」の30％とあわせて95％であった。言語に関する研究も「科学」の研究の一種であ
るという概念が子どもたちに少しでも理解されるよう，言語の習得と脳科学との関連（バイリン
ガルの成立の例も含む）などを紹介した効果があったと考える。小学生には科学イコール理科とい
う意識が強いが，多くの現象が科学的に解明できることを，このプログラムからも感じとってく
れたのではないだろうか。
② 「大学の先生からの話などを聞いて，将来，自分も研究をしてみたいと思いましたか」の回答
では，図4のように「できれば」と「とても思った」で13名，「わからない」の3名を合わせる
と80％が研究するようになると期待できそうで，かなりの参加者が何らかの形で科学発展に尽
くしてくれることと推察する。
③ 「参加しようと思った理由について教えてください」の結果は以下のように「内容に興味があ
ったから」と「先生や親の勧め」で二分していた。小学生にとってホームページを見ることやパ
ンフレットを熟読することは無理であり，親や先生の影響が色濃く表れる。8名の親がプログラ
ムの最初から最後まで同席していたことから，親自身もプログラムの内容になんらかの関心があ
（９）
図3 科学に興味がわいたか
図4 将来，自分も研究したいと思ったか
ったということであろう。子どもは内容に興味がなければ，わざわざ講習の場に足を運ぶことは
ないであろうから，本人もプログラムの概要を聞いて納得したうえでの参加であると思われる。
プログラム名の「日本語で世界とつながろう」の「日本語」に興味があったのか，「世界とつな
がる」ことに興味があったのか，宣伝文中の「マンガ」という語に惹かれたのかは不明である。
④ 「このような企画があれば，また参加したいと思いましたか」には以下のように全員が参加の意
を示していて，喜ばしいことである。
8.おわりに
日本語にはさまざまな語や表現があり，使う人や場面によって異なることは，小学高学年の日本人
には既に認識されている。その認識は，このプログラム参加者にとってはマンガで養ったことかもし
れない。マンガ好きが多数参加したと思われるからである。マンガでは登場人物や状況により異なる
日本語を使うということ，オノマトペが頻出することが如実に表れる。よってマンガを読むことで語
彙や表現，吹き出しやオノマトペの表記のしかたなど視覚からも日本語に対する理解や感性が養われ
るといえる。
小学生ではそれほど使わないが，彼らより6，7年長く日本社会で暮らしている大学生になると，
社会で一般的に使われる語彙がマインドマップに表れる。ことばは意識的にせよ無意識的にせよ，社
会で生活するなかで吸収されるものであることの証左である。これは，言語を習得するにはその言語
が話されている社会で暮らすこと，豊かな言語環境に身をおくことが効率的であるとする言語習得の
一般論につながる。
本調査は20名のマンガの好きな小学生を対象としたもので，今回の分析結果からは，マンガを読
まない小学生との差があるか否かは不明であるが，マンガを通して小学生は多くの日本語を学び言語
観を身につけていることは明確である。世界で注目を浴びている日本の優れたマンガを日本人も大い
に利用してほしい。そしてマンガを作る側には柔軟な頭脳の小学生に良い影響を与える内容，豊かな
言語観を養うマンガの提供を願いたい。
（10）
内容に興味があったから 先生や両親にすすめられたから
10 10
（n＝20）
是非参加したい できれば参加したい
9 11
（n＝20）
添付資料
（すずき ようこ 大学院文学研究科文学言語学専攻）
（11）
